
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年2月28日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2025年2月28日～2026年3月27日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202603_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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騰落率
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3月27日

企業業績については、依然として底堅い景気動向を背景に、AI（人工知能）関連銘柄を中心に増

益基調が続くとみています。米国株式相場は、業績全般に対する懸念は限定的で、年内の利下げ

観測は支援材料とみられます。ただし、AIによるサービス代替懸念によるソフトウェア関連銘柄

の株価調整がみられるなど高値警戒感は強まりやすく、また中東情勢の緊迫化も重しとみられる

中、個別材料に神経質な展開が続くとみています。欧州株式相場は、域内諸国の財政拡張政策が

支援材料とみられますが、堅調な相場展開が続く中、米国株式相場と同様に高値警戒感が強まり

やすく、個別材料に神経質な展開が続くとみています。

（期間：2025年2月28日～2026年3月27日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2026年3月23日～3月27日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともに高値警戒感が強まりやすい

先週の米国株式市場は、前週末比で下落しました。

週初は、トランプ米大統領がイランの発電所などへの攻撃を5日間延期すると発表し

たことでイラン情勢への過度な懸念が和らぎ、株価は上昇しました。しかしその後、

イランが米国の和平案を拒否したとの報道を受け、軍事衝突の長期化懸念が強まる

と、リスク回避の売りが広がりました。

欧州株式市場は、ドイツ株式市場は下落した一方、英国株式市場は上昇しました。
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2026年3月30日

投資環境見通し（2026年3月）

6.78%

S&P500種株価指数 6,368.85 ▲2.12% ▲7.41% ▲4.14%

NYダウ 45,166.64 ▲0.90% ▲7.78% ▲2.34%
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